
つけていてよかった住宅用火災警報器！

（以下住警器）

ＮＳマークは、日本消防検定協会

で定める基準に適合していること

を認証するマークです。

住宅用火災警報器を講入される

際の目安としてください。

●家人が飲酒をし帰宅後、レトルトの

カレーをコンロで温めていたところ、

居眠りをしてしまい鍋が空焚きになり

発煙したが、住警器が作動し気が付

いた。（共同住宅）

●家人が鍋を火にか

けたまま農作業に出か

けたところ、近所の人

が住警器の作動に気

付き、初期消火が成功

した。 （専用住宅）

●家人が鍋を火にか

けたまま外出したため

空焚き状態になり、発

煙したところ、台所の

隣の部屋に取付けて

あった住警器が作動し、

この家を訪れた郵便事

業所社員がその音に

気付き、隣人に１１９番

通報を依頼した。

（専用住宅）

●就寝中に掛布団が石油ストーブの熱によ

り発炎し、火災となったが、隣の部屋で寝て

いた家人が住警器の音で目が覚め、家族を

屋外に避難させた。住警器がなかったら、命

の危険にさらされていたと考えられる。

（専用住宅）

すべて福井県内の事例です。

この他にも、たくさんのお手柄

事例があります。

●家人が祭壇の線香にマッチで火を点けた

後、マッチの火が消えたのを確認することなく、

祭壇脇に置いてあったプラスチック製の容器

の穴にマッチを入れたため、当該容器から出

火したが、住警器の作動により気が付き初期

消火ができた。（専用住宅）


